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【目的】 

近年、バスケットボール用品の市場は減少の傾向にあ

る。このバスケットボール用品の市場を活発にするため

に、バスケットボール用品の市場において約 34％の割合

（矢野経済研究所 2009）を占めており、影響力が強いで

あろうバスケットボールシューズの市場に着目した。そ

の中でも突出してアシックスのシェアが高いと思われた、

女子バスケットボール選手が着用するバスケットボール

シューズについて研究した。本研究によって、本当にア

シックスは人気があるのか、またその理由は何か、それ

からバスケットボールシューズを買う上で選手が重視し

ていることはどのようなことであるか、そしてバスケッ

トボールシューズを買い替えるにあたって、重視するこ

ととは何であるかを明らかになり、バスケットボールシ

ューズを購入する際に重要視するポイントと現在着用し

ているバスケットボールシューズに対する評価から、女

性のバスケットボール選手がバスケットボールシューズ

に求めているものを明らかになる。また、小学生から大

学生までの女性のバスケットボール競技者が着用するバ

スケットボールシューズの傾向と、現在着用しているバ

スケットボールシューズのメーカーを明らかにすること

で、女性のバスケットボール選手のバスケットボールシ

ューズの現状が分かる。 

 

【方法】 

2013 年度の時点で大学女子バスケットボール連盟 1

部リーグに所属する 7 チームに対して、2013 年年 11 月

から 12月にかけてアンケート用紙を配布し、現役の選手、

各チーム約 20名に対して調査を行った。アンケート用紙

の回収率は 92.9％（回収枚数 130 枚）、未回答の項目が

わずかにある回答用紙もあったが、概ね全ての回答欄が

埋まっており、有効回答率は 100％であった。 

まず、アンケート用紙を集計し、現在に至るまで着用

してきたバスケットボールシューズのメーカーと現在の

バスケットボールシューズのメーカーを明らかにした。 

次に、SPSSを用いて「アシックスのシューズ着用者」、

「アシックスのヘビーユーザー」、「競技レベル別」の購

入時の特徴とシューズに対する評価を t検定にかけて分

析した。 

それから、バスケットボールシューズを替える際の理

由についての自由記述を KJ法を用いて分類した。 

 

【結果】 

現在の大学女子バスケットボール選手が、今までに着

用してきたバスケットボールシューズのメーカーは、小

学生時、中学生時、高校生時、大学生時のどの時期にお

いても、圧倒的にアシックスを着用した選手が多かった。  

また、大学女子バスケットボール選手の約 88％が現在

アシックスのバスケットボールシューズを着用しており、

42.3%の選手がバスケットボールを競技し始めてから一

度も着用するバスケットボールのメーカーを変更してい

ないことが分かった。そのアシックスのバスケットボー

ルシューズのヘビーユーザーはライトユーザーと比べる

と特に、「衝撃緩衝性」を重視してバスケットボールシュ

ーズを購入しており、アシックスのバスケットボールシ

ューズの「耐久性」、「グリップ性」、「安定性」、「衝撃緩

衝性」、「フィット性」、「デザイン性」を評価していた。 

また、バスケットボールシューズを替える際の理由に

ついての自由記述では、アシックスへの移行では、①

Positive フィット、②Positive グリップ、③Positive

軽さ、④デザイン、⑤推薦、⑥Negative消耗、⑦Negative

フィットの 8項目、アシックスからの移行では、①機能

一般、②フィット、③クッション、④軽さ、⑤デザイン・

憧れ、⑥推薦、⑦スポンサー、⑧価格の 8項目。以上の

16項目に分類された。 

 

【考察】 

女性のバスケットボール選手に対して、アシックスの

バスケットボールシューズに台頭するようなバスケット

ボールシューズを製作し、需要を得るには、特に「衝撃

緩衝性」の特徴を伝えて、「耐久性」、「グリップ性」、「安

定性」、「衝撃緩衝性」、「フィット性」、「デザイン性」の

評価を上げることが重要であるということが考えられる。 

バスケットボールシューズを購入する際の重視項目と

評価項目に「ブランドイメージ」という項目を設置した

が、ブランドイメージという言葉が抽象的過ぎた。この

項目を構成するものを細分化することで、バスケットボ

ールシューズを購入する際の重視項目やバスケットボー

ルに対する評価項目の因子分析でも有意な結果が出る可

能性があったかもしれない。 


